
集計結果で、（　）はH30中間評価、〈　〉はH29最終評価　のデータ 石川県立野々市明倫高等学校 №１

達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）
１ ①

アクティブ・ラーニングやディス
カッションを授業の中に導入
するなど、授業の工夫を図っ
ている。

アクティブ・ラーニングやディスカッションにより学習
効果が高まる（ａ 強く ＋ ｂ やや）と感じている生徒
が、
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

　a 強く　　２２．０％ (２０．０％)〈２２．２％〉
　b やや　　 ４８．８％ (４９．０％)〈４４．７％〉
　ｃ あまり　  ２３．０％ (２４．７％)〈２３．９％〉
　d 全く　　 　 ６．０％ (  ６．０％)〈  ６．８％〉

結果　７０．８％（Ｂ評価）
　　　　（６９．０％ Ｃ評価）〈６６．９％ Ｃ評価〉

「強く」＋「やや」が昨年度より３．９ポイント向上し、Ｂ評価となった。少し
ずつではあるが、確実に生徒にアクティブ・ラーニングやディスカッショ
ンについての意識が高まっている。これらを通じて、思考を深め主体的
対話的で深い学びにつながる授業がより日常的なものとなるようさらに
取り組みを進めていきたい。

②
授業の中で生徒が自分の考
えを述べる場面、論理的思考
力を育成する場面、教師と生
徒とのやりとりの場面を設定し
ている。

日々の授業において、考える必要のある質問をし、
生徒が発表（発言）する場面を（ａ多く＋ｂ時々）設定
している割合が
　Ａ　９５％以上
　Ｂ　９０％以上
　Ｃ　８０％以上
　Ｄ　８０％未満

　a 多く　　４０．７％(５６．６％)〈４１．３％〉
　b 時々 　５１．９％(３７．７％)〈５２．２％〉
　c あまり　  ７．４％(　５．７％)〈  ６．５％〉
　d 全く　　  ０．０％(  ０．０％)〈  ０．０％〉

結果　９２．６％（Ｂ評価）
　　　　（９４．３％ Ｂ評価）〈９３．５％ Ｂ評価〉

「多く」＋「時々」が９２．６％と昨年度より０．９ポイント下降した。その中
でも、「多く」の割合が大きく下がっている。発問の吟味や生徒の表現
場面の設定は、生徒の主体的な学びを実現するために不可欠なの
で、さらなる授業改善を進めていきたい。

③
家庭学習と授業内容の連動を
図り、学習習慣の確立と学習
内容の質の向上をめざす。

１,２年生で平日の平均家庭学習時間が120分以上
である生徒が、
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

学習時間調査
　１年　３４．３％（３５．７％）〈３９．２％〉
　２年　４４．９％（４２．０％）〈６２．９％〉

結果　１、２年生ともにＤ評価
　

前年度同時期に比べ、１、２年生ともに下回った。今年度前期と比較す
ると現１年生は１．４ポイント下がったが、２年生は２．９ポイント上がって
いる。来年度に向け、担任、授業担当者、部活動顧問がそれぞれの立
場でそれぞれの学年における家庭学習の必要性を再認識させていき
たい。

④
朝学習の充実により、学びに
むかう主体性を身につけ、学
びの質を高める。

朝学習で学力や教養が身についたと考える生徒の
割合が
  Ａ  ８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ  ６０％以上
　Ｄ　６０％未満

１年　70.4％：Ｂ評価（76.7）〈73.3〉
２年　81.4％：Ａ評価（77.6）〈65.2〉
３年　76.4％：Ｂ評価（77.0）〈79.4〉

平成３０年度　学校経営計画に対する最終評価報告書
重点目標 具体的取組

【１年】　担任や学年集会での学習習慣確立への粘り強い働き
かけと「学習して小テストに臨む（普段を大切にする）」声か
けを行ったが2.9ポイント下がった。進路目標と現状の学習との
関連、今何をすべきかを明確に生徒に提示し『気づき』を起こ
させるような指導を継続して成果を上げていきたい。

【２年】  １年を通して朝学習に真摯に取り組んだ学年であ
る。朝学習をひとつの軸として学習の良い習慣ができた。マン
ネリ化を避け、朝学習の内容を工夫し、朝の小テストだけにと
どまらず、「再テスト」や「確認テスト」を行うことで、学力
の定着を図った。朝学習で身についた持続力を来年度は普段の
学習でも活かしてもらいたい。

【３年】　どの教科も小テストを中心に朝学習を行った。まじ
めに最後まで取り組む生徒も多く効果が上がったが、徐々に取
り組みが甘くなる生徒も見られ、事後指導が来年度の課題とな
る。

学校関係者評価委員会の評価
・新聞などを読んで文章を書く取り組みは非常によい。要点を簡潔にまとめる力、伝える力をしっかり身につけてほしい。
・スマホについては、子どもの方が詳しかったりもする。使い方や注意すべきことについて、教師や保護者もしっかり理解することが必要である。

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改
善方策

・「思考する授業」や授業改善の中で、生徒の思考、判断、表現のいろいろな力を身につけられるよう取り組みを進める。
・授業での活用の一方で、スマホ依存にならないよう、自分でコントロールする力を身につけられるように指導していく。

書くことを基
本に自らの考
えを整理し、
深く思考する
ことで論理的
思考力および
批判的思考
力を育成し、
課題発見･解
決能力を身に
つけ生きる力
を育成する。
その際、ＩＣＴ
機器はもとより
ディスカッショ
ンや反転学習
などアクティ
ブ・ラーニング
の手法を活用
する。



集計結果で、（　）はH30中間評価、〈　〉はH29最終評価　のデータ 石川県立野々市明倫高等学校 №2
達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）

２ ①
クラス全体の指導やきめ細か
い個人面談などを通し、生徒
の進路意識を高め、設定した
進路目標を実現するために自
ら能動的に学習し、学力を高
める努力をするような意識づ
けを行う。

【１・２年】９月の進路志望調査で、国公立大学を目
標とする生徒が
　Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　６０％以上
【３年】９月の進路志望調査で、金沢大学以上を目
標とする生徒が
　Ａ　８０人以上　　　Ｂ　６０人以上
　Ｃ　４０人以上　　　Ｄ　４０人未満

【１年】90.1％ Ａ評価
　　　　〈90.6％ Ａ評価〉
【２年】89.5％ Ｂ評価
　　　　〈80.7％ Ｂ評価〉
【３年】83名 　Ａ評価
　　　　〈67名　 Ｂ評価〉

②
進路指導課から各学年、教科
に方針を発信することにより、
教員全体の相互理解を深め、
生徒の進路志望を実現するた
めの学力向上の取組を組織
的に行う。

１,２年生の学力試験で国語、数学、英語の各教科
の全国偏差値が
　Ａ　平均偏差値５０以上
　Ｂ　平均偏差値４８以上
  Ｃ　平均偏差値４５以上
　Ｄ　平均偏差値４５未満

【1年】 国語48.5 Ｂ評価 (48.1:B評価)
        数学47.7 Ｃ評価 (51.0:A評価)
        英語46.2 Ｃ評価 (45.8:C評価)
【2年】 国語48.8 Ｂ評価 (48.6:B評価)
        数学50.2 Ａ評価 (45.6:C評価)
        英語47.1 Ｃ評価 (46.4:C評価)

１１月進研模試の３教科総合全校偏差値は、１年が46.9、２年が48.7で
あり、１年は７月と同程度、前年度比で下回ったが、２年は前年度比は
上回るものの、７月比で下回った。特に２年は１年時より高い数値を維
持して進級してきたが、昨年度の傾向と同様、夏休み以降に伸び悩ん
だ結果が数値となって現れている。今後は３年０学期といわれる３学期
の取組を工夫して学習習慣の再確立と学力の伸長に力を注いでいく。

③ ※(　）は7月進研、<　>はH28年11月進研
１,２年生の国語・数学・英語の学力試験全国偏差値
５４以上の生徒が
　Ａ　５５人以上
　Ｂ　４５人以上
　Ｃ　４０人以上
　Ｄ　４０人未満

全国偏差値５４以上の生徒
【１年】
　　15名：Ｄ評価
　　（23名：D評価）〈35名：D評価〉
【２年】
　  49名：Ｂ評価
    （60名：A評価）〈27名：D評価〉

１年は、７月・前年度比ともに人数が大幅に減少した。
２年は、平均偏差値と同様に前年度比では伸長しているものの、７月比
では大きく数値を減じ、評価もＡからＢへと下がることになった。受験記
述力の指標となる文系国数英は37名と昨年の34を上回るも、理系数理
英が８名と昨年の11を下回るため、特に理系上位層の育成を意識した
取組をはかっていく。

④
金沢大学以上の国公立大学合格者数が
　Ａ　１５人以上
　Ｂ　１０人以上
　Ｃ　５人以上
　Ｄ　５人未満

金沢大学以上の国公立大学合格者数
　　　　　　　　　　５名　Ｃ評価
　　北海道大１、大阪大１、名古屋大１、
　　金沢大２

３年前の特進クラス・エクシード設立以来、連続しての旧帝国大学現役
複数合格を果たした。一方で、昨年度と同様、偏差値上位層が少なく、
金沢大学への合格数が伸びなかったため、要因である英語力の強化
について関係部署と連携した取組を実践していく。

国公立大学合格者数が
　Ａ　７０人以上
　Ｂ　６５人以上
　Ｃ　５５人以上
　Ｄ　５０人以上

国公立大学合格者　７６名　　評価Ａ ３年連続で７０名をこえる創立以来最高水準を継続した。地元大の独立
日程試験の影響で合格者数を増した昨年度の現役８８には及ばないも
のの、在校生のみで７１の合格となり、過去最高の昨年度に続く合格数
となった。

難関私立大学合格者数が
　Ａ　２０人以上
　Ｂ　１５人以上
　Ｃ　１０人以上
　Ｄ　１０人未満

難関私立大学合格者１０名　Ｃ評価
法政大１、立命館大５、関西大３、関西学院大１、

私立大学や専門学校などを志向する私立文系クラスの上位生徒が多
様な進路を志望する生徒たちであったことと近年の全国的な私立大学
入試の難化傾向が影響し、過年度生を含む難関私立大学の合格者数
は昨年度は上回るものの伸長させることはできなかった。一方で、地元
私立大学の合格者数は増加した。

学校関係者評価委員会の評価

重点目標 具体的取組

【１年】 １学期からの文理選択指導や夏期補習中の文理選択予備調査
や早期の進路指導を手厚く行い、進路意識の涵養と学習への意識付
けを行っており、集計上初めて９０％を上回った。
【２年】 １年次より継続して生徒の進路意識を高め、クラス全体の指導
やきめ細かい個人面談などを通し、高い志望を掲げ学習に取り組ませ
たことでＢ評価と高い数値となった。
【３年】 金沢大学以上を目標とする生徒の割合が昨年度の３年生の
25％をさらに上回る27％となり、高い志望を叶えた先輩たちの存在や
継続した国公立を目標とする指導の成果であると考える。

・数値目標が重視されるが、数値だけで測れない重要なことも多い。数値だけにとらわれるのではなく、生徒を中心にすえて、本質を考えた学校運営を進めてほしい。

個別面談や
学習活動を通
したきめ細か
な指導により、
生徒一人ひと
りの可能性を
引き出し、早
期に高い進路
目標を持た
せ、進路実現
に向けての意
欲と主体性を
育む。

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改
善方策

・目指すべきものと数値目標の在り方、実際の取り組みについて再度検討するとともに、生徒の希望に対応した指導を進める。



集計結果で、（　）はH30中間評価、〈　〉はH29最終評価　のデータ 石川県立野々市明倫高等学校 №3

達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）

３ ①
保護者に「朝の挨拶運動」を
始めとしたＰＴＡ活動等に積極
的に参加してもらい、教育活
動をバックアップしてもらう。

学校行事やＰＴＡ活動で保護者が来校した回数の
平均が４回以上の割合が
　Ａ　７０％以上
　Ｂ　６０％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　５０％未満

13.8％：Ｄ評価
　(10.6％:D評価）〈14.1％:D評価〉

４回以上来校の割合が３年生で昨年43.1%から大きく減少、逆に１年生
で13.6%から微増し、微減の結果に影響した。３回以上来校の割合が昨
年より4ポイント増加しているが、２回以下の層が一番厚い。総会の来校
数は昨年より増加(162→222)、一方で朝の時間帯実施の挨拶運動参
加者は減少(520→496)した。保護者の多忙化も背景にあると思われる
が、その中にあってもより気軽に来校できるよう、工夫と呼びかけを続け
たい。

②
本校の教育活動、生徒の活動
の成果をホームページ上に掲
載し、広く情報を発信する。

ホームページ上の更新回数が
　Ａ　４５回以上
　Ｂ　３５回以上
　Ｃ  ３０回以上
　Ｄ　３０回未満

200回以上：Ａ評価
（100回以上：A評価）〈64回：A評価〉

内訳　学校日誌等　　　：148回以上
　　　校長室の窓辺から： 41回
　　　部活動、明倫新聞： 20回以上
　　　　　　　　　（1月21日現在）

システム更新により発信しやすくなったことで更新回数が増えた。一方
で、保護者の57%が本校ホームページを「よく見ている」「たまに見てい
る」43%が「見たことがない」と回答している。見た方が学校の行事、進路
等を話題にできることはもちろんだが、見てくれる方が増えることをめざ
して、情報をこまやかに発信する姿勢を続けたい。

③
部活動の加入を促し、学校全
体の活性化を図る。生徒の
チャレンジ精神と部活動の実
力向上を目指す。

１,２年生の部活動の加入率が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８５％以上
　Ｃ　８３％以上
　Ｄ　８３％未満

88％：Ｂ評価　 １年95％ ２年81％
〈93％：A評価　１年95％ ２年91％〉

　４月当初の部活動加入率は１年生100%、２年生86%であったが、12月
現在は、１年生95％、２年生81％である。2年生では下がり気味になっ
ているが、生徒の部活動に対する意識は依然として高いので、生徒が
安全に充実した活動ができるように支援したい。
　一方で、部員不足からチーム編成に苦慮している部も複数あるため、
来年度に向け生徒課としての支援方法を検討する。

④

明倫祭の外部公開を継続し、
校内開催と校外開催の内容を
検討し、本校の外部に対する
情報発信力を高める。

１日目の来場者数が
　Ａ　９００名以上
　Ｂ　７００名以上
　Ｃ　５００名以上
　Ｄ　５００名未満

１日目(９/１　土)　８１４名：Ｂ評価
２日目(９/２　日)　４７６名

〈２９年度　１日目(９/２　土)　７７０名：B評価
　　　　　　　２日目(９/３　日)　４３９名〉

１日目の増加は明倫祭に対する認知度や期待度が高まっていること
と、PTA役員の協力体制が確立していることが結果と考えられる。
来年度もより良きものとするように、今年度の内容検討・吟味を行う。

⑤
図書委員会による本の読み聞
かせや本の紹介カードの作
成・展示、公立図書館からの
本の借り受けなど地域と連携
した活動を行うことで生徒の
チャレンジ精神の涵養を図
る。

地域と連携した図書委員会活動の回数が
　Ａ　年間１０回以上
　Ｂ　年間８～９回
　Ｃ　年間６～７回
　Ｄ　年間６回未満

年間８回：Ｂ評価
〈11回：A評価〉

野々市市立図書館の学校図書館支援サービスを利用し、企画展示を
行った。また「絵本の読み聞かせ」は、今年度も野々市市立図書館主
催の「読み聞かせチャレンジ講座」を受講し、ふじひら保育園の園児や
館野小学校の放課後子ども教室の児童を対象に行った。また12月に
カレード見学を行った。その他、近くの書店の方に来ていただき、ポッ
プの作成講座を開いたり、明倫祭では企画展示を行った。

部活動や生
徒会活動の活
性化とともに
地域行事への
積極的参加に
努め、チャレ
ンジ精神の涵
養を図り、明
るく活力ある
学校づくりを
推進する。

学校関係者評価委員会の評価

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた
今後の改善方策

・ホームページやメール配信を利用し、さらに適切な情報発信を進める。
・明倫祭は、保護者の皆様の協力をいただきつつ、さらによいものとなるよう考えていきたい。

・学校からの変更連絡が必要な機会が多くなっているように思う。普段の様子なども含めて、学校側からさらにしっかりと情報発信をしてほしい。
・明倫祭は、保護者や地域の人が学校に来てその様子もよくわかるので非常によい。

重点目標 具体的取組



集計結果で、（　）はH30中間評価、〈　〉はH29最終評価　のデータ 石川県立野々市明倫高等学校 №4

達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）
４ ①

登校指導や生活指導などを
通して、挨拶がしっかりできる
人間の育成を図る。

a とても　73.0% (71.0%)〈67.9%〉
b やや　　27.0% (28.0%)〈31.2%〉
a+b= 100%:Ａ評価
　　(99.0%:A評価)〈99.1%:A評価〉

保護者や全職員による登校指導や、有志による挨拶運動によりあいさ
つをする環境が生まれ、生徒は自然と挨拶を行うようになっている。

②
a とても　70.0% (74.0%)〈70.6%〉
b やや　　27.0% (24.3%)〈25.9%〉
a+b= 97.0%:Ａ評価
　  (98.3%:A評価)〈96.5%:A評価〉

全職員の共通理解の下、挨拶を通じての一声運動を行っていく。

③
交通安全教室や街頭指導を
通して、自転車の安全運転の
励行を図る。

a とても　77.0% (77.0%)〈74.8%〉
b やや　　19.0% (19.2%)〈21.0%〉
a+b= 96.0%:Ａ評価
　  (96.2%:A評価)〈95.8%:A評価〉

アンケートで見ると規範意識自体は高いが、県警の指導実績等で見る
と、並列走行などに対して違反であるという認識が薄い生徒が若干存
在していることがうかがえる。細かな指導と啓発活動が急務である。

④
a 自発的複数回  4.5％〈 6.3%〉
b 自発的        7.6％〈 6.0%〉
a+b = 12.1％：Ｄ評価
    〈12.3%:D評価〉

準備したボランティア活動の機会においては多くの生徒が参加し取り
組んでいるが、「自発的」な活動とするところに課題がある。「自発的」ボ
ランティアをより活発化させるための啓発、広告募集活動を進めていき
たい。

⑤
生徒の良好な人間関係作りを
支援する。

８３．７％：Ｂ評価
（82.7％:B評価）〈82.4％：B評価〉

　1年　82.8％　2年　85.2％　3年　83.7％

⑥
情報の収集、共有を密に行
い、困難を抱えた生徒に対し
て早期に対応し支援する。

a+b= １００％：Ａ評価
（93.6％：B評価）〈92.7％：B評価〉

⑦
67.2％：Ａ評価
〈51％:C評価〉
　　1年生　80.8％
　　2年生　70.5％
　　3年生　57.7％

3年生の受診率がなかなか高まらなかった理由として、放課後補習や
土曜日の模試で学習を優先していることが考えられる。次年度以降
は、3年生への個別指導を1学期中に実施する。
1月時点での受診率であり、年度末までさらに個別指導を行い受診率
を高めたい。

⑧
 1.8冊：Ｄ評価（1月5日現在）
〈3.6冊：D評価（1月15日現在）〉

今年度は改修工事があり、７月から１０月までは保健測定室を臨時図書
館として図書の貸出のみを行った。それが大きな原因と推察されるが、
１人あたりの貸出冊数は昨年の半分となった。生徒の学習や進路研究
に利用しやすいように、進路関係の書架を学習室に移動させた。

重点目標 具体的取組

歯科検診の結果から自己の健康管理上、受診・治
療の必要性を理解し医療機関を受診した生徒の割
合が
　Ａ　６５％以上
　Ｂ　６０％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　４５％未満

節度ある生活
習慣の確立に
努め、自ら挨
拶し、読書に
親しみ、ボラ
ンティア活動
等にも積極的
に参加する豊
かな人材の育
成を図る。

生徒同士や教職員、外部からの来客に対し、挨拶
を自分からすすんでしっかりとできた生徒が
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

制服を意識的に正しく整えている生徒の割合が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

交通ルール（自転車の二人乗りや携帯電話を操作
しながら等の運転をしない）を遵守している生徒が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

歯科検診の結果で健康管理
上、受診・治療が必要と診断さ
れた生徒に対し、個人面談を
通して自己の健康課題を意識
させ医療機関での受診率を高
める。

生徒一人あたりの本校図書館の年平均貸出冊数が
　Ａ　６.０冊以上
　Ｂ　５.０冊以上
　Ｃ　４.０冊以上
　Ｄ　４.０冊未満

図書委員による図書便りや本
の紹介冊子の作成・発行など
の図書案内や各学年団と連
携した一斉読書や読書タイム
といった読書指導によって、
読書に親しむ習慣を身に付け
させる。

ボランティア活動に、自発的に参加した生徒の割合
が
　Ａ  ６０％以上
　Ｂ　５０％以上
　Ｃ　４０％以上
　Ｄ　４０％未満

学校生活が楽しいと感じる生徒が
　A　９０％以上
　B　８０％以上
　C　７０％以上
　D　７０％未満

生徒の変化に対して　ａ（素早く対処し、解決に至っ
た）、ｂ（素早く察知し、対応することができた）の割
合が
　Ａ　９５％以上
　Ｂ　９０％以上
　Ｃ　８０％以上
　Ｄ　８０％未満

学校関係者評価委員会の評価
・挨拶は対人関係の基本である。是非しっかり取り組んでほしい。
・世代間のコミュニケーションをうまくとれるよう、ボランティアなどの機会をさらに活用してはどうか。

学校内外のボランティア活動
への自発的な参加を促すとと
もに、ボランティアに参加した
ことの達成感や地域貢献への
意識を高める。

登校指導や生活指導などを
通して、自ら身なりを正すこと
を通じて、規範意識を育成す
る。

生徒の状況についての情報交換が密に行われるようになり、早期の対
応が取られている。その結果、教室に復帰できた生徒もおり、また、自
分にふさわしい進路に向かって一歩踏み出した生徒もいる。しかしその
一方で学校生活に息苦しさを感じる生徒が増えており、今後も困難を
抱えている生徒に対して、一人ひとりの状況に即した進路実現をめざし
て、支援を継続していく必要がある。

7月に比べ、全体としては楽しいと感じる生徒の割合が若干増えてい
る。学年別で見ると、２、３年生で微増しているのに対して、１年ではや
や減少しており、年度が進むに連れて行き詰まりを感じている生徒が
見て取れる。



学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改
善方策

・自主的な挨拶ができるようになることを目指して、保護者の皆様の協力もいただきつつ挨拶運動を進めていく。
・生徒が様々な人とのコミュニケーションを経験できるよう、いろいろな機会を活用していく。



集計結果で、（　）はH30中間評価、〈　〉はH29最終評価　のデータ 石川県立野々市明倫高等学校 №5

達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）

５ ①
業務負担の軽減や時間管理
の改善などにより、職員の多
忙化改善を進める

時間外勤務が８０時間を超える教職員の月平均の
人数が
　Ａ　２．０人未満
　Ｂ　３．０人未満
　Ｃ　４．０人未満
　Ｄ　４．０人以上

7.1人/月：Ｄ評価　（8.8人:D評価）
  4月 11人　 5月 12人   6月  8人
  7月  9人   8月  4人   9月  8人
 10月  6人  11月  6人  12月  0人

授業や校務、部活動指導で、月80時間を超える教職員は相変わらず
多い。100時間を超える先生も毎月平均2.5人あまりいるのが現状であ
る。教育の質を確保しつつ、業務改善や先生方の意識改革で、過重な
労働とならないようさらに取り組みを進めていきたい。

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改
善方策

・教育の質を維持しつつの業務改善を検討、推進する。

重点目標 具体的取組

学校関係者評価委員会の評価 ・業務改善は進めてほしいが、たとえば部活動は学校の元気にもつながる。バランスも考えて取り組んでほしい。

教職員の資質
や指導力の向
上を図るととも
に、多忙化の
改善に取り組
む。


